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兵庫県におけるRhyparochromus属

ナガカメムシ5種の分布について

高橋寿郎

Rhyparochromus属はナガカメムシ科Lygeidaeのヒョウタンナガカメムシ科Rhyp-

atrochx･ominae,TribeRhyparochromini,subtribeGonianothinaに

属し，日本産は7繩知られているがその内本州に分布しているのは5種であり兵庫県下にもこの5

種を産する（本州庫は総てSubgenusPanaorus).

いずれも余り馴染のないナガカメムシかも知れないが注意すれば比較的目につく種も含まれてい

る．

世界に広く分布している属で多くの穂類がふくまれているがその生活史などまだほとんどわかっ

ていないのが現状のようであり食草等も充分調べられていないようで今後の調査にまつ所が大きい

グループである．

兵庫県下での分布状況も今迄全くとりあげられたととがないので此処に現時点でわかっている範

囲でとりまとめておき度いと思う．

尚この類の分類学的研究はH高輝展氏のものがあり(Kontyu,Vol、32,"2:287-298,

378-383,1964),それには6穂が図説されておりさらに同氏によって3種の原色による図説

がある（原色昆虫大図鑑，第3巻，1965）．いずれも大変貴重なもので本報文の同定に就いては

夫々を参考にした．

○Rhyparochx･omus(Panaorus)adsperus(MulsantetRey,1852)

原記載,Ann・Soc・Linn・Lyon,1852:96．ヨーロッパからアムールに分布している

種で日本からは本州の産が知られているだ､けのようである．和名はついていない．

革質部の先端近くに大きな班紋を有し，前背板の側縁黄味がかった白色．革質部は明るい黄色の

部分を全般に呈する種で体長6．5～7mm位である．

県下での分布状況はよくわからない．もっと調べる必要がある種である．

産地：神戸市烏原(1ex.,1-V-1977,2exs．,23－Ⅸ－1977).JfTarumi,Provb
Hax･ima[10-V-1932,S.Yamadaleg.,Hidaka,1964].

○RhyParochromus(Panaorus)albomaculatus(Scott,1874)モン
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美産地のところで〔〕の中のものは文献からの引用，（）の中のものは筆者所有標本である．
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シ ロナガカメムシ

Scott氏によりCalyptonotus(Pagilius)属にて記載されている(Ann・Mag.

Naも．Hist.(4)14,439-440,1874).

G.Lewis氏採集品に基づく日本からのカメムシの論文の中で記載されているのであるが原産

地名は記入されていない．

江崎博士による図説がある（日本昆虫図鑑,P.228,f.586,1950,Aphanus属）．

分布は本州，四国，九州と国外で中国，満州となっている．江崎博士は乾燥した草地の地上に見

られると述べておられ，日高氏は食草にトウバナをあげておられる(1965).

川沢，川村氏も山ぎわの草地で生活していると記しておられる（カメムシ百種,P、106,

1975，属名Graptopeltus).

本種は県下において広く分布しているようであるし，個体数も多いように思われる．体長，6．5
”．

産地：洲本市三熊山[1ex.,Ⅷ－1973,友国,1974]・川西市大和，横地〔仲田，

1978〕・神戸市烏原(lex．,20－Ⅵ－1976．,1ex．,23－Ⅸ－1977,lex．,2－Ⅸ

－1978），有馬(1ex．,20－Ⅶ－1962)．加西市畑(lex．,29－Ⅵ－1974,lex.，

13－Ⅶ－1974）。多可郡市原(1ex.,24－Ⅸ－1972),鳥羽(lex．,5－Ⅶ－1975).

神崎郡大河内町川上(1ex.,10-Ⅷ－1977,lex.,3－Ⅸ-1977)．飾磨郡雪彦山

(1ex．,14－Ⅶ－1967)．宍粟郡赤西(lex.,9－Ⅸ－1978)．氷上郡〔山本,1954,
1958〕・豊岡市内〔15－Ⅸ－1973，高橋，1975〕・養父郡氷の山(2ex.,4－Ⅸ－1973,

K．TBujileg.)．美方郡浜坂(1ex.,17-X-1978),扇の山〔高橋,1975].

○RhyParochromus(Panarous)amurensts(Lindberg,1934)
原記載はNotul.Ent、14:10-11,1934(Aphanus属）．和名がついていない．種
名のようにアムール産で記載された種である．

革質部の先端近くに大きな班紋を有し，前背板の側方平たい部分には暗班点を欠く．小楯板，先

端を除き全く黒色．爪状部の基部は暗色．前側方角は黒色．体長7.0wm．分布は本州，佐度島，伊
豆大島，四国，九州とアムールである．

本種は県下で今迄全く記録が無かったが神戸市内で見出されたりしているのでやはり調査が不充
分の種のようである．

産地：神戸市烏原(2exs．,31－Ⅵ－1977,2exs.,15－Ⅸ-1977,3exs．,28－Ⅸ

-1977,lex．,1－Ⅷ－1978,1ex．,2-X-1978,lex．,15－Ⅶ－1980)・藍那

(lex．,20－Ⅶ－1962)．三木市美曇川々 原(1ex．,12－Ⅷ－1979)．加西市畑(2exs。，
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27－Ⅷ－1974).

○Rhyar･ochromus(Panaox･us)angustantus(Montandon,1889)

ウスグロシロヘリナガカメムシ

原記載はRev.d'Ent.,1889:290(Graptopeltus属）．爪状部の基部には黒紋あ

り．革質部の内側には明瞭な黒帯を有する．体長7.5画．分布は北海道と本州．国外では中国，シ

ベリアが知られている．あまり県下では産地が知られていない生態，分布とも今後の調査によら

なけれぱと考えている．

産地：神戸市鳥原(lex．,9－Ⅸ－1977,3exs．,6-X-1977).Tarumi,Prov･

Harima[Hidaka,1964]・佐用郡大撫山(lex.,19－Ⅲ－1976)．豊岡市杉ケ沢〔高

橋,1975].

○Rhyparochr･omus(Panaorus)jahonicus(St&1,1874)シロヘリナ

ガカメムシ

原記載,Enum.Hem.,4:160,1874,Pachymerus(GraptopeltuS)属で記載．

種名のごとく日本からの記載となっている．

爪状部の基部に黒紋なく，革質部はうすい黒色の帯がある．体長7.0”・分布は本州，四国，九

州である．

江崎博士もAphanus属で図説しておられる(I．C､,P.228,f、585,1950).食草は

日高氏がムラサキ科植物としておられる．生態と共に良くわかっていない江崎博士は普通種と書

いておられる．

県下での産もそう多くない．調査の必要がある種である．

尚，日浦勇氏はモンシロナガカメムシ，シロヘリナガカメムシを共にGraptoPeltus属と

して扱っておられる（原色日本昆虫図鑑，下巻，1977)．

産地：ノll西市大和〔仲田,1978]・西宮市仁川(2exs.,21-X-1956)．神戸市鳥原(1

ex.,21-V-1978).Tarumi,Prov･Harima[Hidaka,1964]・朝来郡竹田(1

ex．,1-V-1978).

以上兵庫県産Rhyparochromus属ナガカメムシ5種の分布を中心に説明させて頂いたがま

だまだ全くわからないことが多すぎる．引続き観察，調査を続ける必要を痛感している．

（皿－1982）
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兵 庫県のハムシダマシ

（兵庫県甲虫相資料．123）

高橋寿郎

日本産のハムシタ・マシ科(Lagriidae)に属する甲虫は概数18mi(中根,1972)が知ら

れている．一般に花上，葉上に多く見られ，落葉下，砂地のごみの下などにも棲んでいるがその生

活史に就いての詳しい報告はないようである．日本産の種に就いての総括的な{叶究も兇受けられな

いが中根博士は日本産14種を原色図説しておられる(1963).幼虫の図説は林博士が5種に就い

て詳しく調べておられる（1964，1968）．

兵庫県産のこの類をまとめた報告は残念ながら今迄無かった．た冨県産のこの類は9穂の分布が

知られているが特に珍しいものは見られなく，その意味では余り興味の湧かないグループかも知れ

ない．始めに記した様に生活史等が全くわかっていないものが多いのでその方面の調査をやる必要

があると考えられる．一応現時点での県下のこの仲間をまとめて見ることにした．

また中条道崇氏はスジコガシラゴミムシタ・マシ(Hetex･otarsuscarinula)を詳し

く調べられてこの種はハムシダマシ科のものではなく独立の科コガシラゴミムシタ・マシ科(Het-

erotarsus)とすべきであるとの見解を発表しておられる(Jour・Agr・KyushuUn-
iv、14,I:30,1966)(中条氏はその論文で従来のHeterotarsuscrenulifex･

Kasabもこの科に移すべきと論じておられるのでコガシラゴミムシタ・マシ科の日本産は2種と云
うことになる）．

本報文では一応ハムシダマシ科にふくませて取扱っておいたが別科として取扱った方が良いのか
もしれない．

FamilyLagriidaeハムシダマシ科

1.Lupropscx･ibrifrons(Marseul,1876)アラメヒゲブトゴミムシタ．マシ

MarseulによりLypropS属で''Kiu-SinetNiphon,,を産地に記載された種であ
る(Ann・Soc・Ent.Fr.V,6:124-126,1876).

Lewisは''Nagasaki・NotfoundinNorthJapannorisitvery

abundantinthesouth"と記録された(Ann・Mag.Nat.Hisも．6,Xi五：

474，1949）．中根博士はLyprops属で図説された（新昆虫,2巻,6号,R259,

1949)．さらにLuprops属で原色図説をされた(1963)．分布は本州，四国，九州．

－4－
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成虫，幼虫ともに落葉下や枯れ木の下などに見られる．冬季オサムシ堀などで得られる．県下で

は普通に得られる穂である．山地帯での記録が余り無いが之は調査不充分の結果と思う．
芸

産地：洲本市先山(2exs.,9－Ⅲ－1978)．川西市笹部(lex.,9－Ⅳ－1978)[仲田，

1979,1982]・神戸市保久良山(lex.,30－皿－1975),烏原(lex.,25－Ⅶ－1971,

lex:,23－Ⅶ－1972,lex.,14－Ⅵ-1980),山の街(1ex.,30-Ⅲ-1975,1ex.,

20－Ⅲ－1977,lex.,17-I-1976),藍那(lex.,14－Ⅶ－1975),白川(1ex.，

23－虹－1956），妙注寺(lex.,11－Ⅲ－1978)．飾磨郡家島(lex.,26-V-1978)

〔上田,1981].佐用郡大撫山(lex.,15－Ⅲ－1975,lex.,6－皿－1975)。域崎郡城崎

町(6exs.,25-X-1978).

ー

2.Lupropssinensis(Marseul,1876)ヒケプトゴミムシダマシ

本種もMarseulによりLyprops属で″Kiu-SiuetNiphon"を産地に記載された

(I.C.,R125-126,1876).

Lewisも''ThisspeciesisextremelyabundantbothinChina

andJapan.ItismostabundantinthedeadstemeSofBatat-

asedulis,whichisoftenhungupintreesinmassestodry

inbothcountries・Hab.Kiushiu･andmainisland.”と大変多くいる

ことを記録している(I.C.,R474,1894).

中根博士の図説（1949），湯浅，河野博士の図説（1950）があり中根博士はLuprops属の

種として原色で図説された（1963）．

本種の生活史については笹本，村松両氏の貴重な報告がある（新昆虫，9巻，1号,R20-

23，1956）．

分布は北海道，本州，四国，九州，台湾，支那である．

普通種である．成虫・幼虫ともに石や落葉の下等に多く，また松等の枯枝やそだに来集する．ま

た成虫は燈火にも飛来する．成虫は4月頃枯れ木に産卵，成・幼虫ともに枯れ木の上を罰團し，樹

皮を食べる．幼虫期間は約2ケ月，樹皮下や表面で蝿化する．幼虫は6令まご幼虫の図説は福田

氏（日本幼虫図鑑,P.482,f、905,1959),並びに林博士のもの(Ins･Mats.,27巻，

1号,R28-30,1964)がある．

産地：津名郡常隆寺山〔宮武,1973]・洲本市三熊山〔宮武,1973],安乎町〔堀田，

1978]・洲本市鮎屋，諭鶴羽山〔宮武,1973,1974]・川辺郡猪名川町槻並(1ex.,2-

！

‐
ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
‐
１
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１
１
‐
１
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器産地の所で〔〕の中のものは記録からの引用，（）は筆者採集標本所有のもの
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Ⅷ－1978）．川西市大和，笹部〔仲田,1978,1982]、神戸市-E山(lex.,22－Ⅳ－

1978），丹生山(lex.,5-V-1956),道場(lex.,13－Ⅳ－1974),烏原(lex.，

20－Ⅶ－1978），藍那(1ex.,27－Ⅵ－1978),妙法寺(1ex.,23-V-1979)．明石

←明石公園(1ex.,29－Ⅵ－1975)．加西市畑(6exs.,17－Ⅵ－1974,lex.,23－Ⅵ－

1974,3exs.,29－Ⅳ－1974,2exs.,21-V-1973),鳥羽(lex.,5－Ⅶ－1975).

相生市三濃山(lex.,7-V-1972)．佐用郡大撫山(2exs.,25－Ⅳ－l976)．宍粟郡音水

(2exs.,25-V-1976)．氷上郡〔山本,1958]・出石郡出石町新宮〔商橋,1963]・養

父郡氷の山(7exs.,25－Ⅶ－1959)．美方郡扇の山〔辻,1963.,辻，岸田,1972,高橋，
1976〕．

3.HeterotarsuscarinulaMarseul,1876スジコガシラゴミムシダマシ
jp

Maz･SeulによってKiu-SiuetNiphon(Osaka)産で記絞された樋である．中根〃〃

博士の図説があり(1949,1963)．始めに記したように中条氏の詳しい検討もある(1966).

成虫は河原，海岸などの砂地のごみの下などにすみ，幼虫も同じ場所にいて腐植物を食べる．幼
虫の図説は林博士のものがある（1968）．県下に広く分布していると考えられる．

産地：川西市大和，笹部，束畦野一の鳥居〔仲田,1978,1982]･宝塚市(2ex.,23－Ⅶ

－1954）．神戸市烏原(lex.,26－Ⅶ－1956,llexs.,2-V-1954,lex.,4－Ⅶ－

1971,1ex.,18－Ⅶ－1974,1ex.,1－Ⅸ－1974,lex.,27－Ⅶ－1975,lex.，
12－Ⅵ－1976,lex.,17－Ⅶ－1976,lex.,ll－Ⅵ－1981,lex・,25－Ⅵ－1981),
藍那(3exs.,10－Ⅵ－1978,lex.,27－Ⅵ－1978)．飾磨郡雪度山(lex.,5－刈一

1976）．神崎郡大河内町川上(lex.,6－Ⅷ－1977)．宍粟郡波賀町水谷(lex.,17－Ⅶ一

1981）．氷上郡〔山本，1958〕･出石郡出石町奥山〔高橋,1963]、城崎郡日高町鶴岡〔高
",1975].

4.LagriavervexMarscul,1876ハムシダマシ

MarSeulによって"Kiu-Siu,Niphon,,を産地に記載された種である(1876).中根

博士の図説がある(1963)．

従来L・nigricollisHopeなる学名を使われていた（湯浅，河野,1950)．林博士の

幼虫の解説がある(1964).

分布は日本全域，樺太，朝鮮，支那，東シベリアと広い．

兵庫県下でも普通種である．成虫は花や葉上に多く見られる．幼虫は朽ち木や落葉の下などにす

み腐植物を食べる．5月ごろ蛸化する．

－6－
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産地：三原郡諭銀羽III[宮武,1974,堀田,1978]・川辺郡猪名川町槻並(3exs.,2－Ⅶ
－1978），杉生新田〔仲田,1982]･川西市大和，笹部〔仲田,1978,1982],一の鳥居

(4exs.,22－Ⅵ－1952).神戸市御影〔関,1933],二十渉(lex.,26－Ⅵ－1955)以五

社(lex.,28－Ⅵ－1955),鳥原(lex.,13－Ⅵ－1971,2exs.,2－Ⅶ－1972,lex.,

18－Ⅶ－1972,lex.,12－Ⅵ-1980,4exs.,13－Ⅵ－1980),藍那(lex.,27－Ⅶ－

1978),押部谷町木見(lex.,23－Ⅵ－1980)．加西市畑(1ex.,23－Ⅵ－1974,4exs.，

29－Ⅵ－1974).多口J郡鳥羽(4exs.,19－Ⅶ－1975)．神崎郡大河内町川上(3exs．,15

－Ⅶ－1977,lex.,23－Ⅶ－1977)．飾磨郡家島〔上田,1981]･相生市三濃山(2exs．，

6－Ⅶ－1973,lex.,1－Ⅵ－1974,lex.,16－Ⅵ－1974).宍粟郡音水(2exs.,30-

W-1972,3exs.,15－Ⅶ－1973)．氷上郡〔山本,1958]・豊岡市〔高橋,1975]･養父

郡氷の山(2exs.,2－Ⅷ－1953,lex.,25－Ⅶ－1955,3exs.,27－Ⅶ－1957,5exs.，

21－Ⅶ－1958,2exs.,25－Ⅶ－1959),鉢伏山〔高橋,1975]・美方郡扇ノ山〔辻，

1963．，辻，岸田,1972,高橋,1975].

5.Arthromacradecora(Marseul,1876)アカガネハムシダマシ

MarseulによってLagria属で''Hiogo,,産で記載された種である(I.C.,PR339-

340,1876).

LewisはArthromacra属で''Kobe,nearthebaseofMaiyasan・APP-

arentlyverylocal・Itookonespecimeninl871andonret-

urningtotheplaceonthellthJune,1881,Ifoundseven

others,,と記録された(Ann.Mag・Nat.Hist.6(XV):278,1895).

中根博士の図説がある(1963)．分布は本州だけが知られている．

本種も普通種である．成虫は山地の花に見られる．幼虫は朽ち木を食べて成育する．

産地：川辺郡猪名川町木間生，槻並〔仲田,1978,1982]・川西市大和，笹部〔仲田，

1978,1982]・Hiogo[Marseul,1876].Kobe,Maiyasan[Lewis,1895].

神戸市山の街(lex.,29－Ⅳ－1959,lex.,10-V-1959),丹生山(1ex.,5--V--

1956,2exs.,29－Ⅳ－1958,3exs.,25-V-1958),帝釈山(2exe.,30－Ⅳ－

1973),藍那(4exs.,29-V-1978,1ex.,20-V-1979).多可郡日山(5ex8．93

-V-1973,2exs.,27-V-1973)．神崎郡大河内町川上(2exs.,7-V-1971,2

exS.,21-V-1977,3exs.,4－Ⅵ－1977,lex.,18－Ⅵ－1977)．相生市三濃山(1

eX.,28－Ⅳ－1974,lex.,18-V-1974)．宍粟郡音水(lex.,20－Ⅶ－1959,lex.，

31-V-1970,2exs.,25-V-1972,2exs.,11-Ⅵ－1972,1ex.,13-V-

－7－
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1973,1ex.,3-Ⅵ－1973,1ex.,24-V-1972),赤西(2exS.,21-V-1979,

2exB.,27-V-1979)．養父郡坂の谷(26exs・,9－Ⅵ－1973),氷ノIII[商橋,1975].

美方郡扇ノ山〔辻，1963．，辻，岸田，1972〕．

6.ArthromacrasumptuosaLewie,1895アカハムシタ'マシ

Lewisにより''Chiuzenji・Apparentlyscarceandlocal.Sixex-

amples,,を産地に記載された種である(I.C､,R277,1895).

中根博士の図説がある（1963）．分布は本州である．

成虫は山地の花に集り幼虫は日陰の朽ち木の中にトンネルをあけて食べ進む．5～6ノjに朽ち木
の中で卿上する．

県下では個体数がそう多いように思われない．

産地：相生市三濃山(3exs.,6-V-1973,2exS.,20-V-1973,lex.,1－Ⅵ－
1974）．養父郡杉ケ沢〔高橋,1975]．

7.Arthromacr･avir･idissimaLewis,1895アオハムシダマシ

Lewisにより''Miyanoshita,0yama,Tokio,NikkoandHitoyoshi.
ThisprettyspeciesiscommonincertainplacesinMay,oc-
curx･ingintheflowersofDeutziaandCerasus、として記栽された種'1

である(I.C.,R277,1895)．

湯浅，河野博士(1950),中根博士(1963)の図説があり，幼虫は福田氏(1959),林博
士(1964)の図説がある．本州，四国，九州に分布．

成虫は山地の花に集り蜜をなめる．幼虫は日陰の地面にころがる朽ち木や枯れ枝の中にトンネル

をあけて食べ進み，5～6月にこれらの中で蝿化する．本穗もそれ程多い種とは思われない．

産地：神戸市六甲山(3exs.,8-V-1955),山の街(2exB.,17-V-1953,lex･'

16-V-1954,lex.,29-Ⅳ－1959,5exs.,10-V-1959),丹生山(1ex.,5-V

－1956），谷上(6ex.,29－Ⅳ-1958).宍粟郡音水(1ex.,20－Ⅶ－1958,lex.,21

-V-1952,lex.,11－Ⅵ－1972),赤西(2exs.,27-V-1979).氷上郡柏原(lex.,

10-V-1953)[山本,1958]・豊岡市愛宕lli[高橋,1975]・養父郡氷の山〔高橋，

1975].美方郡扇ノ山〔辻,1963．，辻，岸田,1972,高橋,1975].

8.Macrologriahirsuta(Lewis)ツヤナガハムシダマシ

従来Nemostria属の種として扱われていた（湯浅，河野,1950．，中根,1963).

－8－
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1978年の大図鑑追哺,llf誤友でMacrologria属の取扱をされている．分布は本州だけであ

る．

筆者は県下で未採襲でよくわからない．

産地：水上郡「lll本,1958]・養父郡氷の山〔高橋,1975]･美方郡扇の山〔高橋,1975]．

9.Macrologriarufobrunnea(Marseul,1876)ナガハムシダマシ

MarseulによってSもatyra属で"Kiu-Siu(Omuza)"を産地に記載された種である

(I.C.,R340,1876).本種も同じくNemostria属の種と扱われていた．中根博士の図

説(1963)．ノ､恩佐(1959),林(1964)両博士の幼虫図説がある．1978年の大図鑑追補，

正誤表でMacrologユa腿の雨として扱われた．分布は本州，四国，九州．

成虫は葉上にいる．幼虫は朽ち木の中にトンネルをあけて食べ進み，朽ち木の中で鋪化する．普

通種である．

産地：ノll辺郡猪名川町水間′'4，槻並中〔仲田,1978,1982]・川西市笹部，大和〔仲田，

1970,1978,19821.神ロ市山の街(lex.,5－V-1955,lex.,30－Ⅳ－1978),

谷上(lex.,3-V-1957),丹生山(lex.,15-V-1955,3exs.,18-V-1958),

帝釈山(1ex.,30-IV-1973),山の街(lex.,30－Ⅳ－1978),藍那(lex.,22-V-

1978），妙法寺(lex.,25－Ⅲ－1979,3exs.,23-V-1979)．多可郡白山(lex.,

3－V-1973).相能市を捜山(2exs.,3-V-1969,3exs.,7-V-1972,3exs.,6

-V-1973,lex.,28－Ⅳ－1974,3exs.,12-V-1974,5exs.,18-V-1974).

佐用郡大撫山(1ex.,2-V-1978)．宍粟郡音水(lex.,31-V-1970,1ex.,3－Ⅵ－

1975,M．Yumaleg.)．養父郡坂の谷(lex.,31-V-1970),氷の山〔高橋,1975).

美方郡扇ノ山〔辻,1963．，辻，岸田,1972,高橋,1975].

以上兵庫県産ハムシダマシ科9種の分布を中心に県下のものを紹介した・始めに記した棟に県下

にはこの他にもまだ産する種がいる口J能性は充分あるし個々 の種に就いてもまだ分布の不充分の点

もあり，まして生態方面では金くの手づかずと云うのが現状のようなのでこの方面での調査研究の

必要性を痛感している次第である。

(Feb・1983)

－9－
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淡路島における蝶類の成虫出現期

堀田久

これ本誌前号でも述べたように，筆者は長年にわたって淡路島の蝶類の観察を続けてきたので，こ1

までの観察記録と確かな文献に基づいて，淡路島での成虫の出現期を月別にまとめてみた．なお，

島内でこれまでに記録された種でも，今の所迷蝶と思われるものは除外した．

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

1l

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

セセリチョウ科

ミヤマセセリ

ﾀイミョウセセリ

アオノぐセセリ

ホソ〃くセセリ

キマタ
ウ＝■

フ セセリ

コチャパネセセリ

オオチャパネセセリ

チャバネセセリ

イチモンジセセリ

アケハチョウ科

ジ ヤコウアゲハ

アオスジァゲ′、

ゲキアノ、

ゲナミァノ、

ゲクロァノ、

ナガサキアゲノ、

モンキアゲノ、

カラスアゲ′、

ミヤマカラスアゲノ、

シロチョウ科

キチヨウ

ツマグロキチョウ

モンキチヨウ

1 2 3

越
－－－1

4

■q■■ーー

越冬
一一一一
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番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

22 シマキチヨウ

23 モンシロチヨウ

24 スジクーロシロチョウ

25 エゾスジグロシﾛﾁｮｩ
■■■■■■■

シ ジミチョウ科

26 ムラサキシジミ
銘冬

27 アカシジミ

28 ウ ラ ナミアカシジミ

29 ミズイロオナガシジミ

30 ドリシジミ、
、

、

31 オオミドリシジミ
■■■■■■■■■■

3 2 卜
ー

フ フ シジミ

33 コツノでメ

34 ベ二シジミ

35 クロシジミ

36 ゴイシシジミ

37 ウ ラ ナミ ン
守幸、

ンミ

38 ヤマトシジミ

39 アンジミシノレビ．

40 ルリシジミ

41 ヤクシマルリシジミ

42 ツノ､fメシジミ

ウラギンシジミ科

43 ウラギンシジミ
越

ー4■■■一

テ ングチョウ科

44
一

ナ ンクﾞチヨウ
_製 ー

マダラチョウ科

45 アサギマタ
ザ

ラ

タテハチョウ科

46 ウラギンスジヒョウモン



戸

番号

47

48

49
一－

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

ミドリヒョウモン

クモガタヒョウモン

メスグロヒョウモン

オオウラギンヒョウモン

シマグロヒョウモン

コミスジ

キタ
ー

フー ノ、

ル リタ
一

プノ、

ヒオドシチョウ

ヒメアカタテノ、

アカタ
ー

ア〃、

スミナガシ

ゴマダﾗﾁｮｳ

ジヤノメチョウ科

ヒメウ ラ ナミジャノメ

ウ ラ ナミジャノメ

ジ ヤノメチヨウ

クロヒカゲ

ヒカゲチヨウ

サトキマダラヒカゲ

ヒメジ ヤノメ

コジ ヤノメ

クロコノマチョウ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

_磐一 ＝

越
一一ー ｰ

越
■■■■■■ー ー ーーq■■

q■■■■■■■■■■■■

ムラサキシジミの採集記録

筆者は，1982年に洲本市宇山でムラサキシジミNarathurajaponicaMurray
61頭を採集しているので，報告しておく．

前号（妬27）の堀田久氏の報告では，本種の個体数は極めて少なくなっているというこ

とである．

Uyama,Sumoto,16,22．Ⅲ、1982

尚，標本は筆者が保管している．（林俊雅）

-12-
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淡路島産蛾類採集記録(I)

林俊雅

筆者が柳学園高校在学中(1980年～

在学中には，生物部の顧問でもあり，

深く感謝いたしております．

尚，報告文中の一部の標本においては，

1982年）に採集した蛾類の報告をしておく．

本稿起草にあたっても御指導を頂いた，登日邦明先生には，

登日邦明先生方に保管していただいている．

Noctuidaeヤガ科

1．AnacronictanitidaButlerウスベリケンモン

Uyama,Sumoto,lex.,12．Ⅳ、1981

2.MomachampaMooreキパラケンモン

Uyama,Sumoto,lex.,8．IM1981

Uyama,Sumoto,lex.,ll．Ⅳ、1981

3.DaseochaetaviridisLeechミドリケンモン

Uyama,Sumoto,2exs.,8．畑．1981

Uyama,Sumoto,lex.,15．刑．1981

4.Cr･aniophorafasciataMooreシマケンモン

Monobe,Sumoto,lex.,2.V.1981

5.AcronictadignaButlerクビグロケンモン

Uyama,Sumoto,lex.,12．Ⅳ、1981

Uyama,Sumoto,lex.,l.V.1981

Uyama,Sumoto,lex.,14・Ⅸ、1981

6.AgrotisfucosaButlerカブラヤガ

Uyama,Sumoto,lex.,19．Ⅷ、1980

7.DiarsiadeparcaButlerコウスチヤヤガ

Monobe,Sumoto,lex.,28．Ⅳ．1981
ダ

8MamestrabrassicaeLinneヨトウガ

Monobe,Sumoto,lex.,28．Ⅳ、1981

9．MamastraillobaButlerシロシタヨトウ

Monobe,Sumoto,lex.,28．Ⅳ、1981

10.OrthosiaevanidaButlerカパキリガ

-13-

－■



－

Uyama,Sumoto,lex.,16・Ⅲ、1981

Uyama,Sumoto,2exs.,22．Ⅲ、1981

11.OrthosianigromaculataH6neカギモンキリガ

Uyama,Sumoto,lex.,6．Ⅳ、1981

12.OrthosializettaButlerクロミミキリガ

Uyama,Sumoto,lex.,6．Ⅳ、1981

13．OrthosialimbataButlex･シロヘリキリガ

Uyama,Sumoto,lex.,18．Ⅲ、1982

14.OrthosiamundaSchiffermiillerスモモキリガ

Uyama,Sumoto,lex･,20．Ⅲ．1981

15．OrthosiagothicaaskoldensisStaudingerカシワキリガ

Uyama,Sumoto,lex.,22．Ⅲ、1981

Uyama,Sumoto,lex.,7．Ⅳ、1981

16．PanoliSflammeajaponicaDraudtマツキリカ

Uyama,Sumoto,lex.,12.IVbl981

17．DryobotodesintermissaButlerナカオビキリガ

Uyama,Sumoto,2exB.,29．皿1981

18.XylenaformosaButlerキバラモクメ

Uyama,Sumoto,1ex.,20．Ⅲ、1981

19.Lithophanepx･uinosaButlerカシワキボシキリガ

Uyama,Sumoto,1ex.,29．Ⅲ、1981

20.mupsiliatripunctataButlerミツボシキリガ

Uyama,Sumoto,lex.,13．Ⅱ、1982

21.EupsiliacontractaButlerウスミミモンキリガ

Uyama,Sumoto,lex.,29．刃．1981

22.BlepharosiscostalisButlerキマェキリガ

Uyama,Sumoto,lex.,15．Ⅲ、1981

23.Valeriodeevix･idimaculaDT-audtアオパ'、ガタキリガ

Uyama,Sumoto,lex.,29．m、1981

24.TelortaacuminataButlerウスキトガリキリガ

Uyama,Sumoto,lex・,8．虹．1981

Uyama,Sumoto,1ex.,16．虹、1981

－14－
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Uyama,Sumoto,lex.,20．Ⅲ、1981

25．DypterygiacaliginosaWalkerクロモクメヨトウ

Uyama,Sumoto,1ex.,27．掴．1981

26.ProdenialituraFabriciuSハスモンヨトウ

Uyama,Sumoto,2exs.,14．Ⅸ、1981

Uyama,Sumoto,lex.,8．Ⅲ、1981

27.PerinaeniaaccipiterlignosaButlerモクメカラスヨトウ
Uyama,Sumoto,lex.,25．Ⅳ1981

28.AmphipyralividacorvinaMotschulskyカラスヨトウ

Uyama,Sumoto,lex.,2.I.1981

29.HadjinabiguttulaMotschulskyフタテンヒメヨトウ

Uyama,Sumoto,lex.,22．V、1981

30.DadicaalbisignataOberthiirシロテンウスグロヨトウ
●●

Uyama,Sumoto,lex.,21．Vbl981

31.muteliaflandiatriXGuen6eコフサヤガ
〃

Uyama,Sumoto,lex.,24,IV61981

32.RisobaprominensMooreリュウキュウキノカワガ

Uyama,Sumoto,lex.,26．Ⅷ、1981

Uyama,Sumoto,lex.,27．Ⅷ、1981

33.BleninasenexButlerキノカヮガ

Uyama,Sumoto,lex.,25．Ⅶ、1980

34.WestermannianobilisStaudingerマエキリンガ

Uyama,Sumoto,1ex.,16.V.1981

35.ParacramadulcissimaWalkerウスアオリンガ

Uyama,Sumoto,lex.,18.IVbl981

36．AutographapurissimaButlerギンモンシロウワパ

Uyama,Sumoto,lex.,26.IVbl981

37.0ruzaglaucotornaHampsonモンシロクルマコヤガ

Uyama,Sumoto,1ex.,16.V.1981

38.EustrotiacultaButlerアオスジコヤガ

Uyama,Sumoto,2exS．,5．Ⅸ、1981

39.OraesiaexcavataButlerアカエグリバ
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Uyama,Sumoto,lex.,16．Ⅲ、1981

40.CalpegruesaDraudtオオエグリパ

Uyama,Sumoto,lex.,14．Ⅸ、1981

44.PlusiodontacaStaButlerマダラエグリバ

Uyama,Sumoto,1ex.,18.V.1981

42.ErygiaapicalisGueneeアカテンクチパ

Uyama,Sumoto,1ex･,16.V.1981
ダ

43.ErebuscrepuscularisLinneオオトモエ

Uyama,Sumoto,1ex.,3．Ⅸ、1980

44.DichromiatrigonalisGueneeタイワンキシタアツバ

Monobe,Sumoto,1ex.,2.V、1981

ヨコヅナツチカメムシ三熊山に産す

ヨコヅナツチカメムシAdrisamagnaUhlerは，淡路島未記録の大型のカメムシであ

るが，柳学園高校生物部のOBである西岡公明氏が洲本市三熊山（alt、152m）の山麓で採集
されているので，ここに記録しておきたい．同氏によると，夜間に街燈の下を歩行していたも
のを採集された由である．

Mt.Mikumayama,lex.,1．Ⅵ、1981(K.Nishiokaleg.)
尚，標本は同氏の厚意により筆者が保管している．（登日邦明）

‐

編 集後記

●’83年度の1号めをお届けします．今回は珍しくほぼ予定通りに発行できました
原稿をお寄せ下された諸兄に厚くお礼申し上げます．

▽次号は秋季発行予定です．どんな小さな記録でも癒ってご寄稿下さい． (T)
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